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・ イベント当日は、学生がローテーションを組み、仲見世通り出店者の仮設店舗の販売を手伝いながら、PRカード
の配布を行い地元商店者との交流を行った。
（結果・反省点）
・ PRカードの作成が遅れ、本来であれば事前に商店者の了解を得るべきであったが、当日、了承を頂くことになっ
た。どの出店者も快く承認して頂いたが、やはり事前に内容の確認を求めることは不可欠であると思われる。
・ PRカードが簡単に捨てられないよう、手に取ってみてもらうことが重要と考え、用紙を和紙調のものとしたが、
プリントがうまくいかず、詳細な部分が見えにくいものとなってしまった。デザインを大きくするか、用紙を変え
るか、印刷方法を検討する必要があった。
・ PRカードの作成時間に余裕がなかったため、当初のデザインのサイズが印刷用紙のサイズと縦横比が異なり、
裁断が必要となった。かえって手間がかかるとともに、印刷位置が微妙に異なることから、裁断箇所がずれ印刷
面が削られるなど、不揃いなものとなってしまった。
・ イベントのなかでは、PRカードの説明が十分にできる時間がなく、効果的に配布することができなかった。（お客
様に十分に内容を伝えることができなかった）また、作成者と配布者との情報共有がうまくできず、配布者が内容
を十分に理解しないまま、ただ配布してしまったところもあった。
【仲見世通り出店店PRカード】
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（教育的効果）
・ なかでも地域商店街や個店との関わりを持つことで、日頃、商業者がどのようなことに問題や課題を感じているの
か、そうした中で自身の商売の工夫や努力をどのように行っているのかなどを知る機会になった。そのような自身
の商売にも努力をされながら、地域の活性化のために努力や工夫、こうしたイベントに積極的に参加することの
大変さとともに、地域商業発展のリーダー的存在として活躍していることの大変さも理解することができた。
・ PRカードを作成するなかで、限られた紙面のなかで、どう効果的に情報を伝達できようなレイアウトやデザイン
が望ましいのか、情報の受け手への配慮や工夫を行うとともに、商店主が喜んでもらえるような内容、デザイン
を考えることなど、アウトプットの視点からも貴重な経験になった。
②地域商店街・商店との連携　（鰻三昧弁当の包装紙の作成）
（概要）
・ 鳩ヶ谷地区には3店の鰻屋があり、うち2店は創業200年前後という老舗店であり、3店とも地域で有名な繁盛店
となっている。3店はともにライバル店であることは間違いないが、いずれも自店の“売り”を明確にしており、い
たずらに競争するのではなく、マーケティング的にはポジショニングが上手くいっている。一方で、国産ウナギの
資源不足など、鰻の価格高騰により高級食品のイメージが高くなり、顧客離れが進むなか、新たな顧客を開拓し
ていく必要性が高くなっていた。こうしたなか先の老舗店はいずれも店主が代替わりし、同世代の店主でもある
ことから、日頃からなにか協力して、鳩ヶ谷の鰻を盛り上げられないかといった取組の機運が醸成されていた。
・ 3店舗の味もそれぞれ特徴があることから、3店舗の鰻を食べ比べできる弁当を作成し、新たな名物商品としてイ
ベントで販売してはどうかという企画が進んでいた。
・ 同企画の取りまとめを行っていた鳩ヶ谷商工会から3店舗の鰻を食べ比べできる弁当の上に掛ける包装紙をデザ
インしてもらえないかという要請を受け、3店舗のこだわりを聞きながら、実際に試食して、学生なりの感想を踏
まえて、お弁当の包装紙をデザインした。同弁当については「鳩ヶ谷鰻三昧弁当」というネーミングがなされ、イ
メージやコンセプトメーキングを行いながら、包装デザインを検討し、作成した。
（結果・反省点）
・ PRカードと同じく、作成時間が短かったため、3店舗のヒアリングから包装紙作成まで十分な検討ができないま
ま包装紙作成となってしまった。こちらも事前に商工会や店舗の確認を得ないままの見切り発車となってしまっ
た。商工会担当者も3店主も、学生がボランティアで作成してくれたものという視点で、なんでもOK的な好意で
受け止めてくれ、修正点などの指摘はなかったが、今後は十分な議論をしながら行っていくことが、学生だけで
なく商店主や商工会の本気に繋がっていくのではないかと思われた。
・ イベント開始直前に各店舗から届けられた鰻弁当をセットし、その上に作成した包装紙を掛ける作業も担当した。
その作業の役割分担が明確でなかったことから、その担当となった学生は、当日、イベントで用意されていた浴
衣の選択が遅れてしまい一部の学生から不平が指摘された。
（教育的効果）
・ 先のPRカードと同様、実際に使われる商業デザインを考える機会となった。
③フードバンクPRチラシの作成と事前広報
（概要）
・ フードバンクについて、フードロスの現状やフードバンクの目的、仕組みを簡潔にまとめたPRチラシを作成した。
・ フードバンクについては、活動自体の認知度が依然として高くないうえ、実際に活動している場に出くわしても、
前もって用意をしていないと食品を提供・寄付することができないことから、事前の告知が重要である。こうした
ことから、地域の学校や幼稚園、保育所などでアピールさせてもらえないかと考え、比較的、了解の得られやす
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い保育所に相談し、事前にPRチラシを配布することとした。チラシは保育園児やその保護者が見てわかるものと
し、イベント時にそのチラシを持ってきてもらう機会を作り、それにあわせてフードバンクの食品を持参してもら
うことを想定し、夏祭りをイメージした塗り絵にした。
・ 塗り絵バージョンのPRチラシについては、園児の持ち帰りを想定し、当初A4版で作成していたが、急遽A5版
（A4二つ折り）に変更した。
・ 実際に、学生が鳩ヶ谷地区5箇所の保育所を訪問し、園長等への説明とともに、チラシ配布を依頼した。
（結果・反省点）
・ 塗り絵バージョンのチラシを急遽A5版サイズに変更したが、園児の持ち帰りなど事前に想定しておく必要があった。
・ 通常のPRチラシについても、より目に留まり保存してもらえるようにと厚手の用紙を使用したが、通常のコピー
機では紙詰まりをしてしまい、結果、大量の破棄チラシが発生してしまった。こちらも事前に試し刷りを行うな
ど、必要な時間を確保し、十分な準備が必要であった。
・ 当日、塗り絵を持参してくれた園児ご家族も多くいたので、一定の効果はあったと思われるが、アピールが園長
等に対してであり、その園長から園児を通して保護者に伝わるため、フードバンクの意義がどれほど伝わるのか
については、効果は薄いことが伺えた。（⇒秋の大学祭では対象を小学生とした）
・ 塗り絵の回収なのか、フードバンクの寄付が目的なのかをはっきりさせることも必要かと思われた。塗り絵につい
ても回収した塗り絵をどうするのかなど、当初は商工会を通じて会場や駅などに掲示することも相談していたが、
結果的に回収するのみに留まった。（なお回収時にチェキによる写真記録を残すようにした）掲示をする場合には、
掲示に耐える用紙にしないと園児が持ち帰る際やイベントに持ってくる際に、かなり傷んでしまうので、その配慮
も必要だと感じられた。
（教育的効果）
・ フードバンク活動自体を体験することで、「認定 NPO法人フードバンクさいたま」などの専門家からアドバイスを
受けることができ、フードバンクの実態を知ることができた。
・ 各家庭から、余っている食材を寄付してもらうという単純かつ簡単な行為のように思われるが、実際に経験して
みると、なんとなくフードバンクのことを知っているだろうと思っていた一般の方々にいかに正確に情報を伝える
ことが難しいのか、また開催の告知であっても地域に情報を広めていくことが手段や内容を含めていかに難しい
かなど、地域づくりにおける情報発信の難しさを体験することができた。
④FM川口への出演
（概要）
・ 6月18日（月）FM川口「サウンドカフェ」にて学生2名が出演し、15分程度の時間、フードバンクについてアピー
ルした。
・ 同番組のMCからの質問に答える形で、フードバンクについてPRすることができ、リハーサルなしのいきなりの
本番であったが、しっかりと情報を伝えることができた。
（結果・反省点）
・ 昨年は1週間前の月曜日に放送し、今回は2週間前の月曜日に放送したが、どの時点での告知が効果的なのかを
判断する材料がなかった。
・ フードバンクの取組み全体に言えることであるが、学生全員がその内容や意義を十分に理解しているのかという
点が気になった。特にチラシを作成した学生と、それ以外の学生ではその意義や取組に対する意識の温度差が
感じられ、様々な場面での告知の機会があったが、十分にその内容が伝わったのかについて、情報提供のみに終
わってしまう傾向がみられた。
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（教育的効果）
・ いかに的確に限られた時間のなかで、情報を伝えていくことの難しさを学ぶことができた。
⑤当日イベントへの参加
（概要）
参加学生：31名（コミュニティデザイン学科2年生16名、1年生15名）
期　　間：平成30年6月30日～ 7月1日（2日間　※イベントのみ）
主な活動：開会式、スタンプラリー受付、フードバンク受付、仲店通り出店者の支援
（結果・反省点）
・ イベントに事前に意識を持って取り組んだ学生と、当日参加のみだった主に1年生との間に意識の差が生じ、会
場の表では、問題なく学生の元気な姿が高く評価されたが、休憩場所などでの態度で何点か指摘された。特に
フードバンクを行っている一方で、支給されたお弁当を残す学生も多く（仲見世通りなどでいろいろと食べるた
め、お弁当が食べられないなど）、運営側で何らかの対応を事前に考えておく必要があった。
・ いろいろな箇所で指摘を受けるのは、周りが見ていないと思って行う学生の言動に対してであり、全てを気にす
る必要はないが、そうした些細なところで評価を下げてしまうことは、不本意なので、地域連携活動を行う場合
には、そうした細かな配慮が必要であることがわかった。
（教育的効果）
・ 「お祭り」という地域イベントであるが、市役所、観光物産協会、産業振興公社、商工会、地元事業者など各種
団体、各種NPOや地域活動グループなど、当日のスタッフだけでも総勢100名規模のスタッフが、いわゆる裏方
として関わっており、そちら側の視点からイベントを見ることができたことはコミュニティデザインに関わる上で
大きな経験となったと思われる。
２．第4回　浦和美園祭り＆花火大会
（１）事業の背景と経緯
昨年に引き続き、本学部で2年生を対象として実施する基礎ゼミナールの学外実習において、埼玉高速鉄道株式会
社に2名の学生を受け入れて頂き、沿線地域の魅力発掘と創造をテーマとする課題を学生が考えるという形で実習を
行い、様々な活動を行ったが、なかでも「浦和美園まつり＆花火大会（第4回）」について、若い女子学生の目線で企
画提案とその実施を課題として頂き、学外実習生及びゼミ学生を中心に当日に向けて様々な準備と当日の学生企画の
運営を行った。
（２）事業の概要
参加学生： 29名（学外実習生：コミュニティデザイン学科2年生2名、準備及び当日参加学生：コミュニティデザイン
学科2年生15名、1年生20名）
期　　間：平成29年10月6日（1日間）※イベントのみ
・ 今回の「浦和美園まつり＆花火大会」では、昨年、学生が提案して始まったハロウィンをテーマに「ハロウィンの
仮装で集合！」とともに、引き続き「ハロウィン・スタンプラリー」「近隣の園児等を対象にハロウィンの塗り絵を
持って行こうという企画」、「ハロウィンの仮装をした人たちの写真を撮って展示するといった企画」、「学生自らが
ハロウィンの仮装をし、場内や電車内でお祭りをアピール」、「花火大会終了後駅に戻ってくる来場者をサプライ
ズで楽しませようとしたキャンドルイルミネーションの設置」を行うとともに、新たに以下の取組みを行った。
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（新たに追加した企画）
・ 「ATOMI小劇場　秘密の怪談話」
・ オリンピック・パラリンピック啓発企画「オリパラ音頭踊り」と「健康・体力測定ランキング」
・ 福島応援ワークショップ「コットンベイブづくりワークショップ」
（結果・反省点）
・ 学外実習実施学生を中心に運営面を担当し、無事故で当日のイベントを行うことができ、埼玉高速鉄道株式会社
の社長をはじめ担当課職員からも高い評価を得ることができた。
・ あえて課題を言うならば、イベントでは想定外の展開を起こりうることから、そうした事態を想定した実施運営計
画を立てる必要があり、そのあたりまでの考慮ができなかったことから、例えば次のローテーションのメンバーが
来ない（間に合わない）などの些細なところで問題が発生していたと思われる。
・ 学外実習を行った2名だけに情報が集中したことから、2名が業務に忙殺される一方で、他のメンバーが次に何を
すればよいのかわからず手持無沙汰となっている状態が見受けられた。
（教育的効果）
・ 学外実習生においては、自らが企画した内容を具現化していく過程を通して、内容だけでなく人を動かしていく
ことの難しさを体験することができた。的確な指示はもとより、人への配慮など人と人を繋ぐうえでも重要なこと
を学ぶ機会になった。
３．福島県広野町との交流
（１）事業の背景と経緯
福島県広野町は、2011年の東日本大震災において津波被害を受けるとともに、続く福島第1原子力発電所の事故に
より、町民全てが避難を余儀なくされた被災地の1つである。これまでも復興のシンボルとして町民が取り組んできた
オリーブキャンドルの商品化への支援や、オーガニックコットンプロジェクトなどの支援を行ってきた。
今年度から、町民の新たな取り組みとして月1回、町内の病院駐車場を活用して「まちなかマルシェ」が開催される
こととなった。
（２）取組の概要
今年度から、オーガニックプロジェクトの一端となるコットンベイブづくりをワークショップとして、第4回浦和美園
まつりや大学祭である紫祭にて行うこととし、オーガニックコットンプロジェクトについて学ぶとともに、コットンベイ
ブの作り方を教えてもらうことを目的に、地域住民との交流会を開催した。
学生2名が参加し、地元公民館において、町民4名（広野わいわいプロジェクト代表、事務局長、町民グループ代
表）の方から、町・町民の復興に向けての取組状況などについての説明を受け、その後、コットンベイブづくりを体験
し、町内の視察を行った。
翌日は、月1回開催の「まちなかマルシェ」開催日であったことから、同イベントに参加し、主催の広野わいわいプ
ロジェクトから依頼された看板づくりを行うとともに、前日習ったコットンベイブづくりを実践的に小学生や高齢者を
対象に講師として指導した。
（３）今後の取組
結果的に、この1回の交流のみとなったが、今後は定期的に開催されている「まちなかマルシェ」の場を活用し、地
域住民や震災前に双葉郡内に設置されていた県立高等学校を1つに併合した双葉未来学園高等学校との交流も企画し
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ていくことを計画している。同校では地域づくりや地域の発展を目指した部活動の一環として「社会起業部」というク
ラブがあり、被災地である地域の現状や課題を学ぶとともに、地域活性化のためのイベントや地域資源を活かした特
産品開発を行うなど、コミュニティデザイン学科で学ぶ内容との関連も多い。
震災及び原発事故によって、一度崩壊したコミュニティの再生に向けて、真剣に取り組んでいる地域の高校生等と
の交流も、学生にとっては大きな刺激になるものと思われる。月1回の交流はもとよりコラボ企画など将来的にはより
密接な連携によるプロジェクトの実施などを検討していきたいと考える。
４．沖縄県渡嘉敷村との交流
（１）事業の背景と経緯
沖縄県渡嘉敷村とは、学外実習や地域連携活動の候補地として、フィールドワークや町、商工会等との打合せを実
施してきており、平成30年度は渡嘉敷村観光協会設立準備委員会の委員として関係している村である。渡嘉敷村は
那覇市より最も近い離島であり、フェリーで70分、高速艇で約30分の距離にあり、隣島の座間味村と併せて慶良間
諸島を構成している。
こうした立地環境にあることから、これまでは日帰り観光なかでも日帰りの海水浴及び小中学校や高等学校の修学
旅行の受け入れが中心となっている観光産業中心の島である。一方で「慶良間ブルー」と呼ばれる美しい海が残され
ており、日帰り海水浴や修学旅行に体表される観光形態から、新たな観光形態への変化が求められている。
（２）取組の概要
今年度は、地域の最大の資源である自然、海を中心とする地域資源について、実際に見て体験することによって、
イメージで捉えがちな地域資源を改めて評価し、今後、学外実習や地域連携活動として取り組めるテーマは何かにつ
いて、検討を行った。
学生4名が参加し、船旅の経験の少ない学生が1時間強とはいえフェリー乗船や、海だけでなく、いわゆる観光客
に提供されている食、島内最大規模の研修施設である「沖縄青少年交流の家」を宿泊利用とともに同施設の海洋アク
ティビティプログラムを体験した。
（３）今後の取組
現状としては、日帰り海水浴や修学旅行への対応が中心となっていることから、少しシーズンを外した時期では、
休暇中の飲食施設が多いことや、あくまで研修施設であることから期待すること自体が問題であるが、都会の女子学
生にとっては、かなり厳しい宿泊環境など、改めて提案できる内容は多い。
村でも課題視されている新たな観光立村に向けて、ターゲットの設定や地域の価値をどこに置くのかと行った地域
戦略の立案に向けて、学生ならではの視点で提案していくことも、村の期待に応える大きな取組であると考えられる。
地域連携活動として長期的に捉えながら、村とも協議を進め、機会があれば学外実習のプログラムとして検討を進
めていきたい。
５．北海道南富良野町との連携
（１）事業の背景と経緯
北海道南富良野町とは、平成28年2月の地域交流を皮切りに、平成28年8・9月の学外実習が予定されていたが、
台風及びその後の水害により延期され、代わって平成29年3月に同町が進める「手ぶらでアウトドア」プログラムの体
験モニターとしての地元アウトドアガイドや観光協会との交流、平成29年7月の町制50周年を記念する「かなやま湖
湖水祭り」などへのスタッフとしての参加、平成30年2月の観光協会との交流活動など、延べ30名程度の学生が地域
連携活動に参加している。
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（２）今後の取組
今年度は、平成31年2月に地域連携活動を予定しており、現在、準備を進めている。これまでは同町が進めるアウ
トドアがメインの観光交流プログラムの充実について、事業を進めてきたが、アウトドアレジャーは天候に著しく左右
されること、アウトドアレジャーは友人や家族などグループでの参加が多いが、なかにはアウトドアが苦手な人もいる
こと、宿泊型の観光客の増加を目指す上では、夕食後の時間を有効に活用できるプログラムの充実も必要となってい
ることなどから、インドアのレジャープログラムを創出することとなり、DIYブームに現されているようにものづくりへ
のニーズが高まっていることを踏まえ、旅行先での思い出づくりともなるものづくりをメインとしたプログラムの提案
を行っていくことを検討中である。
これについては、同町及び観光協会からも、これまで地域資源の活用がアウトドア一辺倒だったという反省から、
町の魅力を重層化するためにも、アウトドアにプラスできるプログラムメニューも欲しいといった期待を受けるととも
に、このようなものづくりのプランの中から、将来的には地元のお土産物のようなものができれば地域産業の6次化に
も繋がるということで、大きく期待されることとなった。
2月は冬期のインドア・ものづくりメニュー開発を企画しているが、お土産物づくりとともに、修学旅行等の大人数
を対象としたものづくりプログラムやホテルの比較的、時間とお金に余裕のある富裕層の顧客を対象としたものづくり
プログラムの提案などを行っていく予定である。
また、冬期だけでなく、同町の資源の一つである各種ベリーの収穫期である夏～秋期には、収穫体験とジャムづく
りなど、同町では実施していないプログラムなどの提案も併せて行っていきたいと考えている。
６．終わりに
数年にわたり地域連携活動を継続しながら、学科の充実にあわせてその内容や頻度も増えてきた。一方で、単に面
白そうという理由で参加する学生が目立つようになっている。地域連携活動は、そこで現実に暮らす、生の生活を行っ
ている方々との交流・連携であり、受入先は、ある意味で成功・不成功が現在・将来の生活に直結した方々である。
学生の側は失敗も経験と言えるが、受入先にはそのような余裕はない。
地域連携を進める教員としては、そういった事情を学生にきちんと理解させ、地域連携活動の目的や心構えから徹
して指導していく必要があることを痛切に感じている。
